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論文要旨 
 
「人を神に祀る習俗」に関する宗教民俗学的研究 
 
                       劉建華(人間科学専攻) 
 
 民俗学において「人を神に祀る習俗」の研究は、柳田國男の「人を神に祀る風習」以来多
くの蓄積が見られ、それに関する研究者たちの関心は高く、様々な見解が出されている。本
論文は、「人を神に祀る習俗」という宗教現象をテーマとし、「和霊信仰」、「義民の神格化」、
「藩祖・藩主の神格化」、「現世利益の神々」などの四つの事例を通して、その信仰の発生と
展開過程を明らかにした上で、各種の神格化のメカニズムを明らかにし、その再分類を試み
た。 
 「人神
ひとがみ
」は術語として定着したとは言いがたいが、これまでの先行研究を踏まえて、本論
文では「人を神に祀る習俗」を「人が生前または死後、神として祀られる信仰」と定義して
いる。人の神格化には生前と死後の二通りもあるが、近年の研究としては、死後神に重点を
置いて考察を行った傾向が見られる。加藤玄智の『本邦生祠の研究―生祠の史実と其心理分
析』以降、生き神の方はあまり言及されていない。生前の神格化も人を神に祀る習俗の重要
な部分であり、それを蔑ろにしてはいけない。本研究は生き神も視野に入れ、生前神と死後
神の両者を考察した上で、人を神に祀る習俗の全体像を把握し、その類型化を再検討した。 
 「人を神に祀る習俗」は従来「祟り論」で捉えられることが多い。古代・中世においては
「怨霊・祟り信仰」が重要な位置を占めていたが、近世に登場した義民信仰も祟り信仰で論
じられていることに筆者は疑問を持った。筆者が収集・調査した事例からみれば、祟りの要
素が少ないことから、具体的な事例を通して義民の神格化のメカニズムを再検討した。保坂
智の『近世義民年表』に記載されている東北地方の 77件の義民の事例を再検討したところ、
義民に関する記録の中には怨霊的な要素が描かれているのは 4例しかない。加えて、怨霊・
祟りがあるとしても、その祟りの対象は代官などの為政者に止まっている。菅原道真の怨霊
のように、社会全体に天変地異を及ぼすことは見られない。そのため、農民たちによる義民
に対する祭祀が始まった契機は義民の怨霊対策とは考えにくい。それに対して、村全体の農
民を救うために一身を捧げた義民たちの「死」には犠牲性・献身性があるため、その「犠牲・
献身」に基づく農民の感謝・崇敬の感情・思いがその祭祀の動機と考えられる。義民たちの
「捨生取義、殺身成仁」という崇高な人格への尊崇がその信仰発生のはじまりだと推定でき
る。本研究では特に、寛延三義民の事例を考察した上で、それをさらに確認した。従って、
本論文では、義民の神格化のメカニズムを「人格崇拝」という観点で解釈した。 
 これまでの研究では、人を神に祀る習俗には柳田國男の「遺念余執」「人格崇拝」と宮田
登の「権威跪拝型」、「祟り克服型」、「救世主型」、「救済志向型」及び、小松和彦の「祟り神
系」「顕彰神系」のような分類法がみられる。本論文は先行研究の分類を踏まえつつ、生き
神と死後神を総合的にみた上、特に具体的な事例の歴史的変化に注目し、人を神に祀る習俗
のメカニズムを考察した。菅原道真や山家清兵衛などの事例からみれば、神格化のはじまり
は、祟り・怨霊への恐怖から発生した。時代の経過にともない、その怨霊が鎮まった後、霊
験あらたかな神として現世利益をもたらすことによって信仰が維持されていることが明ら
かになった。地方の偉人・徳者の生き神化、義民の神格化、藩祖・藩主の神格化のメカニズ
ムを「人格崇拝」としてまとめることができた。そして、近世の災害や流行病などの多発に
伴って夥しく登場した霊験あらたかな神々については、人々が「病気平癒」や「商売繁盛」
などの現世利益を求めるため信仰が発生したと言える。時代の変遷の中でも、「現世利益」
への希求が信仰維持の原動力であると言える。人を神に祀る習俗のメカニズムは様々な要
素に左右され、時代の変化にともない、異なる要素がその決定的要因となる。そこで、本研
究ではそれらの決定的な要因に注目し、時代を貫いて、生前・死後を問わず、人を神に祀る
習俗を再分類した。結論から言えば、人を神に祀る習俗は「祟りから現世利益への転換型」
「人格崇拝型」「現世利益型」と類型化することができる。 
 宗教は時代とともに変化し、人を神に祀る習俗も時代の変遷にともない変化・発展を遂げ
た。各時代に登場する人神は異なる時代背景の中で生まれ、人々の異なる感情に応じて発生
し、様々な要素によって発展し維持されている。現代の新たな動向としては、地域アイデン
ティティーの構築や教育、観光資源として利用されることもよく見られる。今後、人神信仰
はいかなる脈絡で発展していくのか、引き続き注目していきたい。さらに、近隣の中国にお
いても、人が神に祀られたものとして、関帝信仰や媽祖信仰などがある。特に、関羽が神に
祀られたのは菅原道真よりも早かったため、中国から日本への影響も考慮されなければな
らない。今後、中国における歴史人物の神格化を具体的に検討し、そのメカニズムを日本の
事例と対照しながら見ていく必要がある。 
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論  文  名 「人を神に祀る習俗」に関する宗教民俗学的研究 
本論文は、日本における「人を神に祀る習俗」について宗教民俗学的な視点から考察を加えた
ものである。 
序章では「人を神に祀る習俗」を「人が生前または死後、神として祀られる信仰」と定義した
のち、柳田國男、宮田登、小松和彦らによる先行研究をとりあげ、それらがもっぱら人神信仰の
発生段階に注目してきたことを指摘する。そして本研究では信仰成立後の維持変容をも視野に入
れることで、従来の議論に一石を投じることが宣言される。第一章「人を神に祀る習俗の諸相」
で人神を大きく生前に神に祀られる人々と死後に祀られる人々に分け、それぞれの特徴を概観し
たのち、第二章以下では具体的な事例に即して議論が進められていく。 
第二章「怨霊から和霊へ―山家清兵衛の神格化と和霊信仰」では、柳田はじめ従来の研究者の
多くが人神信仰の本来的形式として考えてきた怨霊信仰をとりあげ、もともと藩主に謀殺された
怨霊が、和霊として祀られることで藩の守護神、ひいては庶民の大漁、五穀豊穣、商売繁盛の神
へと変貌していくメカニズムを論じている。第三章「義民の祭祀・顕彰－寛延三義民を事例に」
では、事例の詳細な検討をもとに、従来怨霊信仰の一種とみなされてきた義民信仰において「人
格崇拝」が重要な基盤となっていることを明らかにしている。第四章「藩祖・藩主の神格化―仙
台藩祖の伊達政宗を事例に」は、祖先祭祀として始まった藩祖祭祀が、明治以降の歴史の中で旧
藩の再統合や地域の鎮守、観光資源など多様な機能を期待されてきた点に注目し、人神信仰のダ
イナミックな性格を明らかにしている。第五章「現世利益を求めるため神に祀られる人々」では、
従来人神信仰の研究でほとんど取り扱われてこなかった流行神や福神の事例をとりあげ、いずれ
も本人の病苦や障碍が福をもたらす現世利益的霊験に結びつくという共通のメカニズムを持つ
ことが示される。終章では全体を振り返りながら人神信仰の成立から維持変容までを視野に入れ
た研究の意義を再確認し、「祟りから現世利益への転換型」「人格崇拝型」「現世利益型」を人神
信仰の三類型として提示して結論としている。 
これまで人神信仰の研究はその発生段階の考察に偏り、その後その信仰がどのように維持され
変容を被ったかについては十分顧みられてこなかった。また流行り神や福神など庶民を担い手と
した現世利益信仰もその研究の範囲から除外されてきた。本研究はこれらを踏まえ、歴史的変容
を含めた「人を神に祀る習俗」の全体像を明らかにした点で大きな意義をもつ。その成果は今後
の人神信仰研究の重要な基盤となるものであり、高く評価できる。よって本論文の提出者は博士
（文学）の学位を授与するに十分な資格を有するものと認められる。 
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